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坂本民主診療所

８月の太陽光発電量
CO2 削減量…　５３８Kg

杉の木の年間吸収量　約３８本分

２０２１年９月

1,067ｋｗｈ

　日本では、インフルエンザの患者数が毎年約１０００

万人で、インフルエンザが直接死因となった人と、罹患

により慢性疾患が悪化して死亡した人の合計数は毎年約

１万人です（厚生労働省）。　昨冬は新型コロナウイル

スとの同時流行が懸念されましたが、インフルエンザ患

者数は１万４０００人で、例年のわずか１０００分の１

でした。

　その理由として、「消毒など感染症対策の徹底」「国内

外の人流抑制」「ウイルス干渉＝先にあるウイルスが流

行していると他のウイルスに感染しにくくなる」などが

よく挙げられています。

　さて、今冬はインフルエンザが流行るのか。その予測

として６～８月に冬となる南半球のオーストラリアなど

での流行状況が参考となりますが、昨年につづき今年も

感染者数は少ない模様です。

　しかし、今冬はインフルエンザの流行が起こる可能性

を指摘する専門家もいます。インフルエンザと同様に２

０２０年にほとんど流行しなかったＲＳウイルス感染症

が、新型コロナの感染拡大が続く今年は日本や世界で爆

発的に流行しました。１年間流行しなかったことによる

RS ウイルスの免疫低下が考えられます。同様に２０１

９年の日本のインフルエン

ザ患者は７２８万人で、２

年連続で大きな流行がな

く、免疫を持たない人が増

えて大流行の危険性があ

る、というのです。

　日本の新型コロナウイル

ス感染症患者は１６０万６

４３６人、死者は１万６５

６４人（９月８日現在）で、

単純な致死率は１．０３％です。それに対し、インフル

エンザは例年およそ１０人に１人が発病し、そのうち１

０００人に１人（０．１％）が亡くなっています。新型

コロナに比べて致死率は低く見えますが、毎年多数の予

防接種の実施と確立した治療法がある中での数字で、１

年間の死亡者総数では新型コロナに匹敵します。

　新型コロナの感染収束が見通せないなかでインフルエ

ンザの流行がおきれば、ますます入れる病床が無くなり、

重症になっても十分な治療が受けられない事態が想定さ

れます。やはりこの冬もインフルエンザの予防接種と感

染予防対策の徹底が大切です。

この冬はインフルエンザが流行するのか
　　　　　        　～インフルエンザワクチン接種が大切～

◆当院のインフルエンザ予防接種は１１月１日 ( 月 ) から実施します（予約は開始しています）

   通常の外来診療およびワクチン外来で接種できます　＜予約制＞

　ワクチン外来：①１１/８、②１１/２２、③１２/１３、④１２/２７ いずれも ( 月 )14 時～ 15 時

★新型コロナワクチン予防接種と他のワクチンの接種間隔は、前後２週間空ける必要があります

★新型コロナワクチンと他のワクチンは同時に接種できません

＜特定健診やがん検診を受けましょう＞

なお、当院では、かぜ症状や発熱の患者さんと、一般の方とで時間や待機場所を分け、

感染予防対策をした上で診療や健康診断を行っています。

　毎年、健診により糖尿病や高血圧などの生活習慣病やガンなどの疾患が早期で見つかっていま

す。新型コロナにより、昨年は健診を受けられる方が例年に比べ少なく、それだけ病気の発見が

遅れている可能性があります。ぜひ、健診を受けましょう。


